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H28.2.25 第 8 回計画審議会資料 

 

白馬村第５次総合計画の施策大綱について 

 
（１）意見集約 
施策項目 現状と課題 庁内意見 審議会委員意見 

１．白馬村に

おける安定

した雇用創

出 

白馬村が活性化するためには、将来に渡って永続的に

住民が村に定住することが必要不可欠であり、住民が

安心して白馬村で生活するためには、年間を通じた安

定した雇用があることが必要である。 

 白馬村においては、その恵まれた自然環境や山岳景

観から、冬期のスキーを中心とした観光関連の第３次

産業を従来から発展させ、稲作を中心とした農業と併

せて雇用を創出してきたところである。 

 しかしながら、観光関連産業については、長引く景

気低迷やレジャーの多様化、少子高齢化の影響により

国内観光客数が大きく減少し、特に長野オリンピック

以降、なかなか上昇のきっかけを掴めずにいる。一方

で、近年インバウンド事業の進展から外国人観光客が

大きく増加しビジネスチャンスが生まれているが、そ

の環境の変化に対応できている事業者は決して多くな

く、特にこれまで白馬村の観光を支えてきた小規模家

族経営の民宿・ペンションなどは、後継者不足などか

ら世代交代を機に廃業する者が増えてきている。 

また、白馬村観光の環境特性から、観光客の流入がス

 ・文言について 

「将来に渡って」の「渡って」は正しく

は「亘って」であると思われるので、「わ

たって」とかな書きがよい。 

→文言を修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年間を通して雇用できる企業（事業所）

が生まれるのが理想だが、現実には各シ

ーズンごとに必要な人員が決まってい

る事業所（スキー産業や建設業）がある

のが現実。これをうまく組み合わせて雇

資料２ 
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キーシーズンと夏休み時期に集中してしまうという特

徴がある。そのため、観光関連産業については季節的

な雇用は多いものの、年間を通じ安定した雇用の場が

少なく、観光産業への人材の定着と育成を阻害してい

るが図られないという問題も抱えている。 

観光関連産業と並び白馬村の基幹産業である農業につ

いては、従事者の高齢化・後継者不足が深刻化し、農

業機械の維持など経済的負担も大きく、従来の担い手

であった小規模兼業農家の離農が増えている。その受

け皿として農業法人等認定農業者への農地集積が進ん

でいるが、その許容量も上限となりつつある。また、

農業における安定した雇用創出には、農家・農業法人

の安定した経営が欠かせないが、米の価格下落もあり、

国の農業施策も見通せない中、農家の経営安定化に資

する取組みが求められている。 

 

白馬村において安定した雇用を創出するためには、観

光産業の振興が不可欠である。特にインバウンドによ

り増加しているオーストラリア、アジア圏を中心とし

た外国人観光客の旺盛な消費意欲の取り込みが重要と

なっており、外国人観光客の滞在スタイルに対応した

食事、交通、宿泊滞在環境の整備が必要である。 

季節変動が極めて大きい観光来客者数の平準化・分散

化を図ることにより、年間を通じて観光関連産業が安

定して回っていく環境づくりが必要である。そのため

には、単に観光客数の増減だけにとらわれず、宿泊比

用を生むことができれば、それも一つの

方策である。 

→参考とさせていただきます。 

 

 

 

 

・「担い手」の表現について 

「従来の担い手であった小規模兼業農

家」とあるが、この担い手とは認定農業

者のことではないと思われるので、別の

表現にした方がよい。 

→別の表現を考えます。 

・現状分析について 

今回の庁内検討結果を読み、ぜひ取り入

れてもらいたいのは、「白馬の失速は構

造不況に起因するのではない」という考

えである。 

今の白馬の低迷の原因を今更明記する

ことは一概に良いこととは思わない。世

界中でどこかは儲かり、どこかは損をす

る。全てのスキー場、全ての観光地が不

況ではない。白馬には勝てるエレメンツ

が沢山ある。白馬村の景気は良くなる。

それには正しい現状分析と予測、つまり

マーケティングが必要で、消極的で変革
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率、滞在時間、消費額、満足度など質的な側面に着目

した取り組みが必要となってきている。 

次世代の人材を育成し、産業の新陳代謝による地域経

済活力の向上を図るため、新たに創業を希望する者に

必要な知識や情報、手法等を習得する機会を提供しつ

つ、創業環境やビジネス環境を総合的に整えることが

必要である。 

 農業振興策としては、農地荒廃化を防ぐ受け皿とな

る認定農業者の能力向上や新たな受け皿作りが必要で

ある。また、久しく特産品特産化の必要性が言われて

おり、既存のブルーベリー、紫米のほか、近年新たな

特産品開発の取り組みとして、食用ほおずきや陸ワサ

ビを生産する団体が誕生し、まだ雇用の創出に直結す

る規模ではないが、有望な特産農産物として期待され

ており、今後の生産拡大や販路開拓、観光産業との連

携が課題となっている。 

を断行できない経営者、企業、行政は退

出せざるを得ない。やるしかないのであ

る。やらなければ、どうせ置いていかれ

るので同じことである。役場職員の皆さ

んは公務員で、日々のお金や消費者の動

向を研究して変化に対応するのが仕事

ではないので消費の変化に気づかない

のは当たり前だと思っている。この村で

は、人々の暮らしや心の中で行政から発

信されるものは影響力が大きいと感じ

ている。行政から発信されるものの中に

「仕方ない」「誰のせいでもない」「世の

中の流れのせい」というものを極力入れ

ず、自省、反省のスタンスに村民と共に

立って、前向きなパワーを燃やしていく

導きであってほしいと思う。 

→参考とさせていただきます。 

 

取り組むべき施策 庁内意見 審議会委員意見 

○観光産業の再生・振興 

観光関連産業が年間を通じて雇用の受け皿となること

ができるよう、年間を通じて観光客が訪れる環境を整

備する。 

「白馬村観光地経営計画」に基づく施策の展開。 

・白馬を訪れ滞在する価値の多様化  

・季節それぞれの新しい楽しみ方の創出 
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・食と温泉を活用した滞在魅力の向上  

・歴史・文化・芸術資源の継承と活用 

・地場産品の活用促進 ・地域全体での「白馬ブラン

ド」の構築 ．．．等 

○次世代の白馬村経済を支える新たな創業者の支援 

 白馬商工会と連携した「創業塾」事業を活用し、白

馬経済の新たな担い手を育成する 

○農業競争力の強化と付加価値の向上 

・認定農業者の育成と支援体制を充実し、遊休農地の

解消及び農業経営の安定化を図る 

・農産物の特産・ブランド化 

→特産品化に取り組む団体等への支援強化、白馬産米

のブランド化、紫米の販売促進 

・観光事業との連携、地産地消の推進 

→村内観光関連施設での地場産農産品の消費拡大、グ

リーンツーリズム農業体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「グリーンツーリズム」→「農業体験」

の方が分かりやすい 

→「農業体験」を使用するようにします。

 

 

 

 

 

 

 

・認定農業者の育成について 

「認定農業者の育成」とあるが、現状と

課題の「その許容量も上限となりつつあ

る」との記述と矛盾している感がある。 

→別の表現を考えます。 

施策項目 現状と課題 庁内意見 審議会委員意見 

２．白馬村へ

のひとの流

れの創出 

白馬村が今後１０年間、活力のある村であるために、

生産年齢人口を中心とした人口の維持は重要である

が、全国的な少子高齢化の傾向の中、白馬村において

も２０００年代初頭（平成 12 年頃～）の９，５００人

をピークに人口は減少に転じ、２０１５年（平成２７

年）には９，０００人を割り込む状況となった。 

 白馬村は比較的人口の流動が大きく、特に若者層の

流動が大きい傾向にあるが、近年では観光産業を中心

 

 

 

年代の統一について 

→統一するようにします。 
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とした経済低迷の影響もあり、社会増減は転出超過と

なっている。また、白馬村で生まれた若者が、進学や

就職を契機に白馬村を転出し、そのまま村外に定住し

てしまう傾向も多く見られるところである。 

 一方で、インバウンド事業の進展に伴い外国人観光

客が大幅に増加した影響もあり、白馬村に定住する外

国人居住者が増加し、人口減少を幾分緩和している。 

 

 前述のとおり、白馬村は昭和５０年代から人口の社

会的増加が著しかったことから、現在全国的に活発化

している移住・定住政策への取り組みが全体的に遅れ

ている。少子化の影響で人口の自然増加が難しい現状

から、人口維持のために今後１０年間で積極的に移住

政策を進め、白馬村への「ひとの流れ」を作り出して

いく必要がある。また、基本施策１「白馬村における

安定した雇用創出」と連動し、移住者が安心して白馬

村に定住できる環境を整備しなければならない。特に

増加している外国人居住者が安心して暮らせる環境の

整備が急務である。 

 また、白馬村で生まれ育った若者などに白馬村の魅

力を伝え、将来のＩターン・Ｕターンにつなげる取り

組みや、全国からの生徒募集を開始した地域高校であ

る白馬高校を支援し、村外からも若者を呼び込む取り

組みを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｕターン」の補筆を 

→補筆します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移住者にやさしい環境について 

人口維持の方策として積極的に移住政

策を進めるのであれば、移住者にやさし

い環境をつくることも必要。いまだ白馬

村には移住者を白眼視するきらいが無

きにしもあらずではないか？ 

→参考とさせていただきます。 

取り組むべき施策 庁内意見 審議会委員意見 

○移住・定住施策の促進  ・子育て世帯向け村営住宅の建設 
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村外、特に都市部に居住されている方にとって白馬村

は移住先として比較的魅力的な場所であると思われ

る。そのため、取り組みの遅れている移住・定住施策

を積極的に進める。 

・村内の空き家を再生し、移住者の居所として活用  

・移住者の就職・創業支援（観光、農林業） 

・移住・定住フェアの開催 

○地域の資源を活かした教育の推進 

・白馬高校の魅力化 

 現在、推進されている白馬高校の魅力化プロジェク

トを引き続き支援し、全国から生徒を募集するほか、

白馬高校での教育を通じて白馬村の魅力を伝え、将来

の定住につなげる。 

・信州型コミュニティスクールの実現に向けた取り組

みと特色ある学校教育の推進 

 地域を学ぶ郷土学習や体験学習の取り組みを学校支

援ボランティアの協力のもと実施し、地域資源・人材

を活用した特色ある教育と地域と連携した学校づくり

を実施。 

 また、国際化・情報化に対応できる能力を育成する

ため、英語教育の小中学校連携、ＩＣＴを活用した授

業への取り組みを充実させる。   

○外国人居住者が安心して暮らせる環境の整備 

・情報伝達等の多言語対応 

 情報提供、案内表示、コミュニケーションの多言語

化対応を進め、外国人居住者が白馬村で生活する上で

長野県下で人口が減少しない自治体で

は、子育て世代向けに住宅補助を実施し

ていると報道されている。白馬村でも低

家賃の村営住宅建設を目指してはどう

か？ 

→参考とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

・信州型コミュニティスクールについて 

「信州型コミュニティスクールの実現

に向けた取り組みと特色ある学校教育

の推進」→「信州型コミュニティスクー

ルなどの学校と地域の結びつきを強め

る取り組みや、特色ある学校教育の推

進」に修正すべき。信州型コミュニティ

スクール以外にも、キャリア教育、放課

後や土曜日の教育支援や家庭教育支援

など、地域の実情に応じて様々なプラン

が提案されてくる可能性があり、柔軟性

を持たせるため、現段階ではあまり具体

的な施策名を挙げるのではなく、目指す

方向性を示しておけばよいのではない

かと思う。 
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必要な情報取得等を支援する。 

・外国人居住者の就学対策 

 通訳、教員、コーディネーター等によるチームによ

る対応。短期滞在中の体験入学を希望するケースが多

いため、「異文化体験」としての体験入学プログラムを

企画。 

→文言を修正します。 

・教育の質の維持向上について 

「国際化・情報化に対応できる…」の前

に「教育の質の維持向上と、」を加える。

白馬村の教育水準や学びの質の維持向

上は、子どもを育てる家庭にとって最も

根本的な願いであり、転入者にとっても

安心につながる課題であると思う。英語

教育やＩＣＴの活用はそのための重点

施策のひとつである。 

→文言を修正します。 

 

 

 

施策項目 現状と課題 庁内意見 審議会委員意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て支

援（少子化対

策） 

長引く景気低迷の影響などから、白馬村においても観

光関連産業を中心として、安定した雇用の場が不足し、

若者世代の定住につながらないことが少子化の進行に

大きく影響しており、白馬村の合計特殊出生率は１．

３９人で、長野県の平均を下回る状況となっている。 

また、社会の価値観や生活意識の多様化、地域のつな

がりの希薄化などにより、家庭や地域における世帯構

成や生活環境が大きく変化し、共働き家庭やひとり親

家庭など子育て環境も多様化してきている。 

特に白馬村においては、多くの子育て世代が観光関連

産業に従事しており、特に観光客が集中する期間にお
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いては、仕事と子育てを両立することが非常に厳しい

状況である。 

 将来的に白馬村を維持していくためには、若者が白

馬村で安心して子どもを産み、育てることができる環

境を整備し、少子化の流れを食い止めていくことが重

要である。そのためには、基本施策１における安定し

た雇用の創出と連動して、様々な支援施策を展開して

いかなければならない。若い世代の結婚から出産、子

育てまでの一連の流れを、切れ目なく行政や地域社会

全体で支援していく体制の構築が求められている。 

取り組むべき施策 庁内意見 審議会委員意見 

○広域的に連携した結婚支援 

 白馬村だけでなく、複数の市町村で連携した若者の

結婚支援のネットワーク化に取り組む。長野県の結婚

支援制度の活用。 

○安心して出産ができる体制の整備 

 地域における産科医療の維持、強化を働きかける。

行政におけるお産に対する相談体制の強化。 

○子育てへの支援 

・子育て相談・支援 

 子どもが健やかに成長できるよう、教育・保育の提

供と相談体制の充実を図る。また、支援を必要とする

家庭には、関係機関と連携し、個々の状況に応じたき

め細やかな支援を実施する。 

・子育て環境の整備 

 子育てするのに働きやすい労働環境の整備。労働者
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目線での柔軟かつきめ細やかな子育て施策の実現を目

指す。 

・医療費の無料化（福祉医療） 

 １８歳までの子どもを対象とした医療費の無料化の

継続 

○教育支援・相談支援体制の充実 

 学習に困難を抱える子ども達等への支援のため、教

育支援員の配置を継続するとともに、安心して子ども

達が就学できるよう専門機関と連携した相談体制を整

える。 

 

・医療費の窓口無料化について 

福祉医療については窓口無料化まで進

むべき。 

→参考とさせていただきます。 

・就学援助の拡大 

思い切って、就学援助費の支給基準を生

活保護基準の１．５倍程度にすること

や、給食費の半額程度の補助を検討して

はどうか？ 

→参考とさせていただきます。 

 

施策項目 現状と課題 庁内意見 審議会委員意見 

４．時代にあ

った地域づ

くり 

①少子高齢化の進展、地域のつながりの希薄化により、

従来からの地域運営の基礎であった行政区制度の維持

が困難になっていきている。一方で、平成２６年度に

発生した神城断層地震においては、地域住民が共同し

て地域を支えあうことの重要性が改めて確認された。 

 地域で安心して暮らしていくためには、地域住民の

支えあい、協働は大変重要であり、その中核となるの

は白馬村においては行政区である。しかしながら、現

在の行政区の在り方は時代の変化に対応できなくなり

つつあるのが現状である。今後、時代に則した形での

行政区の在り方を検討していく必要性が出てきてい

る。 

②地域において外国人居住者等が増加していることか

  

 

 

 

 

 

 

・行政区について 

区長会では、未加入者問題が多く議題と

されているが、この問題を総合計画で取

り上げるのはいかがなものか。見直した

として、その結果を実行できるのか？ 

そもそも行政区組織とは何なのか。ま
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ら、外国人との地域での共生の必要性が発生してきて

いる。 

 白馬村においては、地域の活性化のためにも、外国

人居住者との共生は必要不可欠な状況である。今後、

それぞれの文化を理解し、共に地域の住民として暮ら

していくためにも、相互の交流・コミュニケーション

の深化が求められている。 

③白馬村においては、婦人会など従来からの女性組織

の維持が困難になってきており、女性が地域で活躍で

きる体制の整備が急務である。 

た、問題意識は何なのかがいまひとつ不

明である。 

→現状と課題としては記載したいと考

えます。具体的な施策については検討さ

せていただきます。 

取り組むべき施策 庁内意見 審議会委員意見 

○行政区の在り方の検討と地域力の強化 

 行政区の在り方を地域住民とともに検討し、より地

域の実情に合った行政区組織の再編を実現し、地域力

の向上を目指す。 

○グローバルコミュニケーションの実現 

 外国人居住者と日本人居住者間の文化交流を促進す

る。また、コミュニケーションの際に壁となる言葉に

ついて、その壁を無くすための情報通信技術を最大限

活用する。 

○女性の活躍 

 地域で女性が活躍できる体制整備の検討。また、男

女共同参画社会づくりの必要性や在り方について、国

の女性活躍推進法とも連動しながら、実効的な施策の

実現を目指す。 

  

 

 

・外国人居住者について 

外国人居住者は、白馬村に定住するので

あれば少なくとも日常会話が可能な程

度には日本語を学ぶべきで、そのための

施設を設けることは有用だと思う。情報

通信技術の活用とはどのような内容な

のかよく分からない。 

→施設の設置については参考とさせて

いただきます。情報通信技術の活用は

SNS の活用などを想定しています。 

施策項目 現状と課題 庁内意見 審議会委員意見 
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５．安心して

暮らせる地

域づくり 

①死亡原因や要介護状態の原因となる心臓病、脳血管

疾患、腎不全の割合が同規模市町村に比べ高いことか

ら、生活習慣病の重症化を防ぐ取り組みが必要。また、

自らの健康状態を把握し、村民の健康意識を高めてい

くことが必要重要である。 

②大北圏域内の医療機関と連携し、休日・夜間の緊急

医療体制は確立されているが、医師の確保や圏域内北

部に無い診療科目の設置など、安心して医療が受けら

れる体制整備が必要である。 

③障がい者地域で安心して生活していくためのサービ

スの充実、障がいの特性に合わせたきめ細かな支援を

行うための環境整備が必要である。 

④高齢化の進展により生活に支援や介護がひつよう必

要となる高齢者の増加が見込まれる。高齢者が暮らし

やすく、安心して生活できる地域の維持が必要。住み

慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続け

ることができるよう、医療・介護・住まい・生活支援

が一体となった「地域包括システム」への移行の構築

が必要となり、関係機関が、地域住民の自助、互助の

連携とともに協働して推進していくことが求められて

いる。 

⑤白馬村においては、多数のスポーツ選手を輩出し、

オリンピック等で活躍するなど村民の活力となってい

る。生涯スポーツの面では、白馬村総合型地域スポー

ツクラブを主体として様々なスポーツを幅広い年代で

取り組めるよう活動が進められており、徐々に成人層

誤字等の修正 

→修正します。 

 

 

 

 

「圏域内」→「圏域北部」に修正 

→修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「移行」→「構築」に修正 

→修正します。 
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を中心としてスポーツに参加する方が増えている。一

方、子どもについては白馬村においても体力低下が問

題視されており、少年スポーツ祭等のイベントへの参

加者は減少しており、スポーツをする子どもとしない

子どもの二極化が進んでいる。今後は、村民の健康保

持や増進、体力の維持や向上を図り、また、明るく充

実した生活を送るために、関係する観光部門等と連携

してスポーツを村民一人一人が生涯に渡って楽しみ、

親しむことができる環境の整備が課題である。 

⑥現在、八方清掃センター八方地区にある白馬山麓清

掃センターにおいて焼却処分されている可燃ごみにつ

いては、平成３０年度からは大町市に建設予定の新た

なごみ焼却場が稼働する計画で準備が進められてお

り、一層のごみ減量化と資源化を進めていくことが必

要となっている。また、ごみの収集体制を早急に整備・

確率確立していくことも喫緊の課題となっている。 

⑦村内のし尿処理は、白馬山麓環境施設組合で運営す

るクリーンコスモ姫川で行っているが、本体施設が稼

働後２０年以上を経過しており、今後中長期的な展望

に立った更新計画の策定、新たな処理方法の検討を実

施しなければならない時期に来ている。 

⑧上水道施設については施設の老朽化が進み、また耐

震化等の防災対策の必要もあり、計画的な更新が必要

である。一方で、給水人口の減少に伴い料金収入は減

少傾向にあり、経営規模の縮小と効率化が求められて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃センターの名称の修正 

→修正します。 
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⑨下水道施設についても、耐震化も含めた施設の更新

を検討しなければならない。料金収入も減少傾向にあ

り、未普及対策を進めることにより収入増加を図るな

ど、経営基盤の強化・健全化が必要である。 

⑩大雨、大雪など、近年は村内でも異常気象を起因と

する災害が発生している。また、平成２６年に発生し

た神城断層地震によって、地震被害に対する備えが大

きくクローズアップされることとなった。そのため、

災害時にあって被害を最小限に止めるよう耐震化など

家屋やインフラの防災対策を積極的に進める必要があ

る。また、地域防災の要である消防団については、近

年団員数の減少が進んでいるが、団の活性化に向けた

対策も必要となっている。 

⑪交通事故件数は白馬村においても減少傾向にある

が、国道１４８号、県道３３号（オリンピック道路）

など幹線道路を抱える白馬村においては、死亡事故な

ど重大事故の発生する可能性が高い。また、犯罪発生

件数も減少傾向ではあるが、スキーシーズンの窃盗犯

や、高齢者をターゲットとした詐欺事件が絶えない。

村民が安心・安全に暮らせる地域づくりのため、大町

警察署や白馬村交通安全協会、白馬村防犯協会など関

係機関と連携した交通安全対策、防犯活動が必要であ

る。 

取り組むべき施策 庁内意見 審議会委員意見 

○各種健診の受診率の向上 

 住民が自らの健康状態を把握し、生活習慣病の重症
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化予防・改善へと導くための啓発及び指導と、各種検

診の受診率の向上に取り組む。 

○地域医療の充実 

 安心して医療が受けられるよう、地域医療体制の維

持を図るとともに、白馬小谷地区に無い診療科目の設

置を働きかける。また、スキー傷害診療の体制を継続

する。 

○障害者総合支援法に基づくサービスの充実に努め、

障がい者の特性に合わせた支援体制の整備と相談体制

の充実を図る。 

○医療と介護を一体的にサービス提供するため、医

療・介護・地域・行政の多職種の機関が連携し、高齢

者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう地域包括

システムの構築と在宅支援を推進。 

○スポーツによる健康増進 

 生涯スポーツ及び高齢者・障がい者スポーツの推進。

子どもが日常的に楽しくスポーツに取り組むことがで

きる環境づくりのため、子どものスポーツ活動及び学

校体育を充実させる。 

○スポーツ競技者の競技力向上 

 選手のレベルに応じた指導体制の確立と、指導者及

び選手の育成・支援 

○ごみ処理広域化に向けたごみ収集体制の強化 

・行政区が設置するゴミ集積場の設置を推進するため、

補助金の活用など行政区と協働した取り組みを推進 

・北アルプス広域連合と連携し、全村民が共有できる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ごみ処理「広域化」の表現について 

ごみについては既に広域化が行われて

いるのだから、「広域化に向けた」とい

う見出しはおかしいと思う。 

→別の表現を考えます。 
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ごみ収集体制を構築 

・事業系一般廃棄物（多量排出事業者）について収集

運搬許可業者への委託による個別収集を推進 

○ごみの減量化 

・行政区や企業、学校への環境学習やごみ分別講習会

の実施 

・各家庭での生ごみ減量化を進めるために、生ごみ処

理機などの導入を助成 

・新ごみリサイクルセンターの設置 

・不法投棄監視パトロール体制の充実・強化 

○し尿処理場（クリーンコスモ姫川）の長寿命化対策

と、下水道施設活用の可能性の検討 

○上水道経営 

・安全な水質の確保 ・水道施設の強靭化（災害時で

も使用できる水道） 

・適切な水需要予測による安定した経営 ・サービス

改善と顧客満足度の向上 

○下水道経営 

・施設の長寿命化対策（計画的な施設更新）と強靭化

・公営企業会計の導入 

・接続率の向上 

○防災対策 

・全国的に多発する大雨や大雪などの異常気象に起因

する災害への対策の検討・実施 

・家屋の耐震化の促進 ・防災計画の見直し ・消防

団の活性化対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下水道について 

下水道問題では、公平性からして公共下

水道の区域外となっている地域も対象

区域とするべきではないか。 

→参考とさせていただきます。 

・防災計画について 

防災計画の見直しはとっくに終わって

いるべき課題である。現在の避難所は、

集落から離れすぎているという地理的

な問題や、避難した村民をどう収容する
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○交通安全・防犯対策 

・大町警察署や白馬村交通安全協会、白馬村防犯協会

など関係機関と連携した啓発活動等の強化 

・交通安全施設の設置 ・行政区が設置する防犯灯へ

の助成 

のかといった問題は、これまでの地区役

員懇談会でも繰り返し指摘されてきた。 

→参考とさせていただきます。 

防災計画（防災訓練なども）は、より実

践的かつ具体的なものにしてほしい。 

→参考とさせていただきます。 

・防犯灯設置への助成について 

防犯灯への助成は既に実施されている

事業ではないのか。補助率を引き上げよ

うということか。 

→既存事業ですが、地区の要望により補

助率等の変更も検討したいと考えてい

ます。 

 

施策項目 現状と課題 庁内意見 審議会委員意見 

６．自然・景

観保全・開発

山岳を中心とした白馬村の美しい自然・景観はかけが

えのない財産であり、将来に引き継いでいかなければ

ならない。一方で、安定した住民生活の維持や観光産

業を中心とした村経済の発展のためには自然の開発や

活用も必要であり、いかに自然や景観保全と調和した

開発等を行うかが課題となっている。近年の白馬村で

は、外国資本の流入による新たな開発のムーブメント

が起きており、より現状に則した開発のルールづくり

が早急に求められている。 

 農業面においては、休耕地対策の受け皿である認定

農業者への農地集積を推進していくにあたり、北城地

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林整備に関する記述の追加 

「林業面においては、長野県のアクショ
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区に多く見られる生産効率の低い農地の存在が大きな

障害となっている。農業振興、認定農業者支援のため

にも農業基盤整備が不可欠である。 

 観光面においては、白馬連峰をはじめとする自然資

源は体験・活動フィールドとして活用されているもの

の、村内のその他のエリアに関連する資源は未活用で

ある。特に東山エリアに残る地域の歴史や生活文化、

北アルプスの眺望を積極的に活用することによって、

ゆとりを持って滞在する空間としての魅力が強化され

るものと思われる。 

 村内の交通インフラの開発については、地域高規格

道路の整備促進が大きな課題となっている。地域高規

格道路は、幹線が国道１４８号しかない白馬村にとっ

て、災害時の第１次緊急輸送道路、迅速な２次医療圏

等への救急搬送路、商工業や観光産業を発展させる道

路であり、早期の着工が期待される。 

ンプランに基づき推進した森林整備で

あるが、成果はあったものの事業体の補

助金不正受給に繋がった。精査が必要で

あるが、景観維持、有害鳥獣被害防止、

治山災害防止の観点から里山の森林整

備は必要である。」 

→森林整備に関する記述を追加します。

事業体（森林組合）の不正受給は記述に

盛り込む必要がありますか？ 

取り組むべき施策 庁内意見 審議会委員意見 

○新たな開発のルールづくり 

 制定から１５年以上を経過した白馬村環境基本条

例、白馬村環境基本条例について、外国資本の流入な

ど、現在の白馬村の開発状況に合致したものへ見直し

を行い、適切な開発規制を実現する。 

○ほ場整備事業、農地の区画拡大化等による農地集積

や排水改良による汎用化、地下制御システムの導入や

パイプライン化など、水管理の合理化・省力化に努め、

生産性向上機能の強化を図る。 

 

 

 

 

 

森林整備に関する施策の追加 

「身近な里山整備の実施」 
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○農地の保全 

 各種助成制度を活用し、農地の保全を図る。また、

農地法を厳格に遵守し、優良農地は農地として保全し、

開発可能な農地との線引きを見直す（農業農用振興地

域の見直し）。 

○山岳景観、農村・集落環境の魅力化を向上するとと

もに、次世代へ継承する。 

○地域高規格道路の早期着工を、事業主体の長野県に

働きかける。 

○国の交付金事業等を活用した村内道路インフラの維

持管理の実施 

○無電柱化の推進 

施策項目 現状と課題 庁内意見 審議会委員意見 

７．計画の客

観的な実績

評価の仕組

みづくりと

行政組織の

強化 

近年では、地方の自主性・自立性が求められており、

財源や人的資源に限りがある中で、多様化する行政課

題や村民ニーズに的確に対応していくためには、行政

改革をさらに進め、自律的な行政運営対策を確立する

必要がある。そのためには、健全財政を維持しつつ、

重点的に取り組む分野には体制を整えて戦略的に臨

み、必要な行政サービスを提供していく必要がある。 

 また、「何を行うか」ではなく、「どのような状態に

するか」を重視し、目的や成果を明確にするため、Ｐ

ＤＣＡの仕組みを構築し、体系化することが大変重要

である。 

 現代では村の業務の複雑化、多様化が進んでおり、

職員に高い能力と意欲が求められるようになってい

  

 

 

 

 

・ＰＤＣＡシステムについて 

ＰＤＣＡシステムの確立では、誰が評価

を担当するのかが問題である。村民参加

の委員会を立ち上げるのが適当と思わ

れる。 

→そのような方向で検討しています。 

・高品質な行政サービスの確保について 

職員の部署異動によってサービスに継
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る。職員一人一人の能力と意欲を向上させるとともに、

その能力を十分に発揮できる組織づくりを進めること

で、質の高い行政サービスを実現していくことが必要

である。 

続性が欠けることがあるので、質の高い

行政サービスのために、ある程度職員に

専門性を持たせることと、事務引継を十

分にしてもらいたい。 

→参考とさせていただきます。 

取り組むべき施策 庁内意見 審議会委員意見 

○行政マネジメントシステムの構築 

ＰＤＣＡ（企画－実施－評価－改善）による行政マネ

ジメントシステムの確立を図るとともに、ＰＤＣＡを

意識した政策・施策形成を進める。また、職員意識の

継続的改善を図りながら、より効果的・効率的な行財

政運営を推進する。 

○行政評価システムの構築 

 新たな行政評価の導入により、総合計画、予算、事

業、評価が適切にリンクした効率的な行政運営を行う。

また、行政の視点だけでなく住民視点を事業評価に活

用するなどの取組により、行政評価システムの熟成を

図る。 

○財政運営 

 ◇歳入について 

・村税の主力である固定資産税は年々減少していくこ

とから、徴収の強化。 

・国・県・他の団体等の動向に注視し、的確にその事

業にあった特定財源を確保することが重要。また、新

規発行債についてもできる限り普通交付税の算入のあ

る村債を検討していく。 
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・ふるさと納税の強化 

 ◇歳出について 

・事業の有効性等を徹底的に検証し、真に必要な経費

を精査し「貴重な税金を無駄にしない」という強い意

識のもとに、将来に亘り健全な財政運営が行われるよ

う創意工夫を行う。 

○人事評価制度の有効な活用 

 人事評価制度を職員の成長と組織力の向上を図る仕

組みとして位置付け、活力ある組織を支える人材育成

を推進する。 

○職員研修 

 職位や職務の状況、能力開発に対する職員の意欲に

応じた効果的な研修を展開することにより、職務の意

識改革、資質向上に努める。 

○人事交流の推進 

 幅広い視野の育成や先進的な政策の習得のために、

県や大北圏域市町村間での人事交流を推進する。 

○心と体の健康管理 

 元気で働きやすい職場づくりの一環として、職員の

健康管理支援のための取組を推進する。 
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（２）基本構想４つの基本目標とのマッピングについて   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策項目 施策内容 
１．白馬村における安定した雇用創

出 
 

２．白馬村へのひとの流れの創出 
 

 

３．若い世代の結婚・出産・子育て

支援（少子化対策） 
 

４．時代にあった地域づくり 
 

○行政区の在り方の検討と地域力の強

化 
○グローバルコミュニケーションの実

現 
５．安心して暮らせる地域づくり 
 

○各種健診の受診率の向上 
○地域医療の充実 
○障がい者支援体制の整備と相談体制

の充実 
○医療と介護の一体的なサービス提供 
○スポーツによる健康増進 
○防災対策 
○交通安全・防犯対策 

６．自然・景観保全・開発 
 

○地域高規格道路の早期着工 
○村内道路インフラの維持管理 

７．計画の客観的な実績評価の仕組

みづくりと行政組織の強化 
○行政マネジメントシステムの構築 
○行政評価システムの構築 
○財政運営 

基本目標１ 

暮らし 

『安心してみんなが暮らせる村』 



22 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策項目 施策内容 
１．白馬村における安定した雇用創

出 
○観光産業の再生・振興 
○次世代の白馬村経済を支える新たな

創業者の支援 
○農業競争力の強化と付加価値の向上 

２．白馬村へのひとの流れの創出 
 

○移住・定住施策の推進 

３．若い世代の結婚・出産・子育て

支援（少子化対策） 
 

４．時代にあった地域づくり 
 

 

５．安心して暮らせる地域づくり 
 

 

６．自然・景観保全・開発 
 

○ほ場整備事業や農地集積等による生

産性の向上 
○※農地の保全（遊休農地の活用） 

７．計画の客観的な実績評価の仕組

みづくりと行政組織の強化 
 

基本目標２ 

産業 

『新しい仕事をつくりだす村』 
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施策項目 施策内容 
１．白馬村における安定した雇用創

出 
 

２．白馬村へのひとの流れの創出 
 

○地域の資源を活かした教育の推進 
○外国人居住者が安心して暮らせる環

境の整備 
３．若い世代の結婚・出産・子育て

支援（少子化対策） 
○広域的に連携した結婚支援 
○安心して出産ができる体制の整備 
○子育てへの支援 
○教育支援・相談支援体制の充実 

４．時代にあった地域づくり 
 

○女性の活躍 

５．安心して暮らせる地域づくり 
 

○スポーツ競技者の競技力向上 

６．自然・景観保全・開発 
 

 

７．計画の客観的な実績評価の仕組

みづくりと行政組織の強化 
○職員研修 
○人事交流の推進 
○心と体の健康管理 

基本目標３ 

ひと 

『一人ひとりが成長し、活躍できる村』
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施策項目 施策内容 
１．白馬村における安定した雇用創

出 
 

２．白馬村へのひとの流れの創出 
 

 

３．若い世代の結婚・出産・子育て

支援（少子化対策） 
 

４．時代にあった地域づくり 
 

 

５．安心して暮らせる地域づくり 
 

○ごみ処理広域化に向けたごみ収集体

制の強化 
○ごみの減量化 
○し尿処理場の長寿命化対策 
○上水道経営 
○下水道経営 

６．自然・景観保全・開発 
 

○新たな開発のルールづくり 
○※農地の保全（田園景観の保全） 
○山岳景観、農地・集落環境の魅力化向

上 
○無電柱化の推進 

７．計画の客観的な実績評価の仕組

みづくりと行政組織の強化 
 

基本目標４ 

自然 

『魅力ある自然を守る村』 


